
 

 

 

「防災カルテ点検結果入力用ファイル」，「簡易利用要領」およびこれを補足す

る「防災カルテ記載要領」は、財団法人道路保全技術センターが作成したものを、

一般社団法人全国地質調査業協会連合会が公開しています。 

そのため、一般社団法人全国地質調査業協会連合会は、このファイルおよび簡

易利用要領等に対する責任その他一切を負いかねますので、ご承知おきください。 

 

 

 

 

 

◇1 システム要件〔p.1〕 

文中にある表を、次の表と読み替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPU PentiumⅡ  400MHz 相当以上 

メモリ 128MB 以上 

OS 

（右記のいずれか） 

Microsoft Windows 2000 Professional 

Microsoft Windows XP Professional 

Microsoft Windows XP Home Edition 

アプリケーション 

（右記のいずれか） 

Microsoft Excel 2000 

Microsoft Excel 2002 

Microsoft Excel 2003 

《重 要》 

＜注 記＞ 
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1 システム要件 

 

CPU PentiumⅡ 400MHz 相当以上 

メモリ 128MB 以上 

OS 

（右記のいずれか） 

Microsoft Windows 2000 Professional 

Microsoft Windows XP Professional 

Microsoft Windows XP Home Edition 

アプリケーション 

（右記のいずれか） 

Microsoft Excel 2000 

Microsoft Excel 2002 

 

2 基本操作 

 

2-1 雛形ファイルについて 

今回提供する防災カルテ点検データ入力用ファイル（雛形ファイル）は以下の通りです。 

 

・ 01 防災カルテ様式_落石・崩壊.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 02 防災カルテ様式_岩盤崩壊.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 03 防災カルテ様式_地すべり.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 04 防災カルテ様式_雪崩.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ（無雪期・降雪期）・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 05 防災カルテ様式_土石流.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 06 防災カルテ様式_盛土.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 07 防災カルテ様式_擁壁.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 08 防災カルテ様式_橋梁基礎の洗掘.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 09 防災カルテ様式_地吹雪.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ（無雪期・降雪期）・様式Ｄ・現状記録写真） 

・ 10 防災カルテ様式_その他.xls（防災カルテ様式Ａ・様式Ｂ・様式Ｃ・様式Ｄ・現状記録写真） 
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2-2 入力の開始 

配布した雛形ファイルをデスクトップなどに別名で保存してください。別名で保存したファイルを

ダブルクリックすると Microsoft Excel が起動します。 

以下のような画面が表示されるので、[マクロを有効にする(E)]をクリックしてください。 

 

 

 

(ダブルクリックしてもファイルが開かない場合は、Microsoft Excel を起動してからメニューの「フ

ァイル」→「開く」で表示されるウィンドウから別名で保存したファイルを指定してください。) 

 

セキュリティが「高」に設定されており、マクロが実行できない場合はこのようなメッセージが表

示されます。 

 

 

 

OK をクリックし、一旦ファイルを閉じた後、セキュリティについて以下を実施してください。 
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ファイルは開かずに Microsoft Excel のみを起動し、メニューから「ツール」→「オプション」を

選択します。 

表示された画面の「セキュリティ」タブをクリックし、[マクロセキュリティ]ボタンを押してくだ

さい。 

 

 

 

セキュリティの画面が表示されるので、「セキュリティレベル」タブをクリックし、レベルを確認し

てください。「高」になっている場合は、「中」に変更してください。「中」に変更後、OK ボタンを押

してください。 
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2-3 入力の流れ 

各点検対象項目の防災カルテ様式Ａの部に入力した諸元項目は同一ファイル内の他の様式にも反映

されます。 

 

 

     

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災カルテ様式Ｂ 防災カルテ様式Ｃ 

＜注意＞ 

マクロやセルに含まれる計算式は書き換えないでください。 

ファイル名については任意ですが、各管理下における命名規則に従い、重複しないように

注意してください。上位管理機関で一括管理することを留意し、特に同一路線で隣接した

事務所など間でのファイル名の重複に注意してください。 

 

<写真張付欄>

路 線 名

様式－１９　　防　災　カ　ル　テ　様　式　Ｂ

チ　ェ　ッ　ク　項　目

　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○

　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○

着　目　す　べ　き　点

変 状 No. <詳細スケッチ欄>

理 番 号 点 検 対 象 項 目施 設 管 落石・崩壊

送
電
線
保
線
路
跡

崖
錐
堆
積
物

露
岩

露
岩

 新
し
い
剥
落
跡

崩
壊
跡

石
積
山
腹
工

 新
し
い
剥
落
跡

防災カルテ様式Ｄ 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 m

郡 町 度 分 秒 度 分 秒

年 月 日 （ ）

様式－１８　　防　災　カ　ル　テ　様　式　Ａ （落石・崩壊）

管 理 機 関 コ ー ド

着目すべき変状

点検の時期

［点検地点位置図］※スケッチと位置を明記する

高さ150m程の急斜面で、3本ほどの谷が集まる区間であるが、落石対策は鉄道の上側に落石防護柵が設けられているのみで、国道と鉄道の間は施設がない。H18年10月に国道に達する落石あり(落石防護柵の嵩上げによる暫定対策済み)。
各谷の側面は高さ10m以下の垂直崖が多く形成され、不安定な岩塊も多数確認される。
今後も落石は継続すると思われるが、φ0.5m以上の岩塊も多く、既往対策工では不十分である。
露岩の半分はマサ状に強風化した部分を伴うため、かなり大きく崩壊する可能性もあることから、洞門のようにポケット容量の大きな対策が有効である。

想定される災害形態

［専門技術者のコメント］

カルテ対応

対策工が必要

無

点　検　内　容　の　要　点

専　門　技　術　者　に　よ　る　点　検

１

２

○

１、２のどちらか対応するものに○印

着目すべき変状

天候： 晴

　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○

作成月日 TEL会 社 名専 門 技 術 者 名

変状が出たときの対応

　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○

連 絡 先

　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○

定期 1年に1回

不定期

管 理 機 関 名

施設管理

事業区分

番号 点検対象項目 落石・崩壊 路線名 距離標（自） (至) 上下線の別 他 延長 0.000

一般 道路種別 現道・旧道路区分 現道 所在地 位置目印 なし 北緯 0 0 0.0 東経 0 0 0.0 測地系 世界測地系

事前通行規制区間指定 無 規制基準等 連続雨量 0 mm 時間雨量 0 mm 交通量 平日 0 台/12h 休日 0 台/12h ＤＩＤ区間 非該当 バス路線 非該当 迂回路 無 緊急輸送道路区分 指定無

不定期

点検区間

崖錐堆積物

露岩

露岩

崩壊跡

点検区間

P-3

P-8

P-4

P-7

P-6

P-5

 引き込み線

 古い作業道

P-1

P-2

P-12

P-11

P-10

P-9

防災カルテ様式Ａ 

現場記録写真 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 m

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

無

無 無

無 無

次回点検実施時期

専門技術者名

年度

無

無 無

晴 晴 晴 晴

無

晴

補 修 履 歴

被 災 履 歴

晴

無

無

晴

様式－２０　　防　災　カ　ル　テ　様　式　Ｃ

施設管理番号 点検対象項目

前 回 と の 差 異

被 災 履 歴

無補 修 履 歴

前 回 と の 差 異

点検年月

天候：

点検者名

　
○○○○○○○○○○○○○○
○
　
○○○○○○○○○○○○○○
○
　○○○○○○○○

天候：

無

天候： 天候： 天候： 天候： 天候：

無 無

無

無

無

無

無

無無 無

無

前 回 と の 差 異

補 修 履 歴

前 回 と の 差 異

被 災 履 歴

補 修 履 歴

被 災 履 歴

無

無

無

無

無 無

点 検 年 月 日

○○○○○○○○

○○○○○○○○

落石・崩壊 路線名 距離標（自） 0.0(至) 上下線の別 他 延長

点検時の特記事項
（点検時の対応）

点検後の対応
（専門技術者の判定）

無 無 無

無

無

無 無

無

無

無 無 無 無 無

無 無 無 無 無

無 無 無 無 無

無 無 無 無

無 無 無 無 無 無

無 無 無 無 無

無 無 無 無

無 無 無 無 無 無 無

無 無 無 無

年度 年度 年度 年度 年度年度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

郡 町 度 分 秒 度 分 秒

年 月 日

雪崩：気温 ℃ m

百万円

被害額：

概算工費：

路肩規則

物損：

対　策　工 施工年度： 対策工種：

人、 百万円

全面 時間、 片側 時間、

gal

被　　　　害

誘　　　　因

人身：死者

コメント：

降雨：連続

人、 負傷者

積雪深

最大

m、

　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○

mm／hr 地震：震度 加速度

コメント：

幅、長さ、深さ（m）

mm

現況写真・スケッチ（被災・対策） 特　記　事　項

通行止実績

発生年月日

m、 m
規　　　　模

様式－２１　　防　災　カ　ル　テ　様　式　Ｄ

施設管理番号 災害種別 距離標（自）路線名 (至) 上下線の別 他

測地系 世界測地系東経 0 0 0.00.0北緯現道 所在地 0 0

平面図（被災・対策） 断面図（被災・対策）

点検対象箇所 非該当 事業区分 一般 道路種別 現道・旧道路区分

調査地点

SG,H=3.0m

国道

神岡鉱山
引き込み線

コンクリート擁壁
SL=8.0m

石積み擁壁

落石経路

樹木衝突痕

35° SG突き抜け
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なおシート「現場記録写真」の次に入っている「他添付様式」シートは、必要に応じて「チェック

リスト」等を作成する場合、使用し保存してください。 

 

 

3 防災カルテ様式への入力 

 

3-1 入力項目の種別と入力規則 

項目の色によって以下のように入力する方法、規則が分かれています。 

 

 

必須選択項目です。直接入力はできません。 

空白の選択ができるものもあります。 

マウスで項目をクリックすると、▼が表示されるので▼をクリックして

ください。選択肢が表示されるので、該当するものをクリックしてくだ

さい。 

 

選択項目です。直接入力が可能です。 

マウスで項目をクリックすると、▼が表示されるので▼をクリックして

ください。選択肢が表示されるので、該当するものをクリックしてくだ

さい。 

選択肢に該当するものがない場合は、直接入力してください。 

 

直接入力する項目です。項目ごとに入力できる文字は決まっています。

基本的に自由入力ですが、数量などを入力する項目では半角数字のみに

なります。 

特別な入力規則がある箇所では、セル上にメモが表示されます。 

 

 

入力できません。 
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3-2 項目別入力の補足 

一部の項目について、入力の補足説明をします。 

 

（1） 管理機関名と管理機関コード 

管理機関名の黄色の枠をマウスでクリックし、該当する名称を選択してください。 

管理機関名の緑色の枠に部署名や事務所名などを入力してください。 

 

 

↓ 

 

 

管理機関名を選択すると、管理機関コード欄に各地方整備局、北海道開発局、沖縄総合事務局、都

道府県(市町村)、政令指定都市コードが自動的に入力されます。それに続く事務所コードを選択し、

管理機関コードとします。都道府県(市町村)、政令指定都市については、7 桁目に 0 が自動で入力さ

れます。都道府県公社、各高速道路株式会社については 7桁とも入力してください。 

 

また、[検査数字]ボタンを押すことにより、検査数字が自動計算されます。 

検査数字は各地方整備局、北海道開発局、沖縄総合事務局は 7 桁目、都道府県(市町村)、政令指定

都市は 6桁目です。必要に応じて自動計算させてください。 

 

 

 

選択する 

部分を選択する

コードの残りの

クリック 自動計算される  
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（2） 施設管理番号 

1 マスに半角 1文字の入力を行ってください。 

 

 

 

 

（3） 路線名 

路線名は、正式な路線名で入力してください。 

数字、記号は半角で入力してください。 

 

 

 

 

（4） 距離標 

 百米標(㎞)および百米未満の距離(m)と分けて次のとおり入力してください。 

 Km(4 桁) m(2 桁) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5） 所在地 

 所在地は「都道府県」「市、区、郡、支庁」「区、町、村」は選択し、各名称は直接入力してくださ

い。 

通常はブランクとし 

距離標がマイナスの 

場合は「-」を選択 

小 数 点

（固定）
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（6） 経緯度 

緯経度は度・分・秒を分けて数値を半角で入力してください。また秒は小数第 1 位まで入力してく

ださい。 

 

 

 

 

（7） 専門技術者のコメントなど 

専門技術者のコメントなど１つのセルの中で複数行の入力を行ないたい場合は、Alt キー+Enter キ

ーを押すと任意に改行できます。 

 

 

 

[専門技術者のコメント]
高さ150m程の急斜面で、3本ほどの谷が集まる区間であるが、落石対策は鉄道の上側に落石防護柵が設けられているのみで、
国道と鉄道の間は施設がない。H18年10月に国道に達する落石あり(落石防護柵の嵩上げによる暫定対策済み)。
各谷の側面は高さ10m以下の垂直崖が多く形成され、不安定な岩塊も多数確認される。
今後も落石は継続すると思われるが、φ0.5m以上の岩塊も多く、既往対策工では不十分である。
露岩の半分はマサ状に強風化した部分を伴うため、かなり大きく崩壊する可能性もあることから、洞門のようにポケット容量の大きな対策
が有効である。

改行をするときは、Alt キーを押しながら、

Enter キーを押す 
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（8） 点検地点位置図・写真及びスケッチの入力 

 [参照]ボタンをクリックすると、選択用のウィンドウが開きます。 

貼り付けたい画像ファイルを選択して開いてください。 

※ 画面右上の をクリックし、リストから「縮小表示」を選択することで、画像のイメージを見

ることができます。 

※ 選択可能なファイルは「ファイルの種類」にある拡張子のファイルです。 
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項目枠より大きいものは、自動的に項目枠に収まるように大きさが調整されます。 

 

 

画像の大きさを調整したい場合は、画像をクリックすると画像の隅に○が表示されるので、○をマ

ウスでクリックしたまま動かすと大きさが変化します。 

画像を削除する場合は、画像をクリックすると画像の隅に○が表示されるので、Delete キーを押し

てください。 

 

 

文字を入力したい場合は、テキストボックス機能を利用して入力することができます。 
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（9） 防災カルテ様式の複製 

防災カルテ様式Ｂ・Ｄ・現状記録写真が複数枚必要な場合は[シート複製]ボタンを押してください。

シートが複製されます。 尚、シートの複製は入力した内容も複製します。 

 

 

複製した防災カルテ様式Ｂ・Ｄ・現状記録写真が必要ない場合は、[シート削除]ボタンを押してく

ださい。 

 

（10） 防災カルテ様式Ｃの複製 

着目すべき変状が４箇所以上必要な場合、［変状追加］ボタンを押して下さい。同シート内に頁が複

製されます。尚、追加された変状の頁は、「施設管理番号」～「点検年月日」、「点検時の特記事項」～

「次回点検実施時期」の入力した内容も複製します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート「様式Ｃ」
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また点検回数が７回以上必要な場合は[シート複製]ボタンを押してください。 

シートが複製されます。尚、シートの複製は入力した内容も複製します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート「様式Ｃ」

シート「様式Ｃ（２）」

 

複製した防災カルテ様式Ｃが必要ない場合は、［変状削除］・[シート削除]ボタンを各々押してくだ

さい。 
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